
↑朝早くから、準備にとりかかる
　町会の皆さん。

式典にて、祝辞を→
述べる奥戸町会
齊藤会長

←演芸会では、踊りやカ
ラオケ、民謡、バンド演
奏など、発表する方も
観ている方も双方に楽
しみ、大いに盛り上がり
ました。
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　今回の報告会を通じて、災害支援ボランティア活動は「泥を見ないで、人を見る」、「支援活
動は誰のためにやるのか？」「ボランティア活動は、経験を重ねると相手の立場より、自分のし
たいことが優先されやすい弱点を持っている」といったことを、皆さんで確認することができ
ました。社協では、引き続き復興支援のお手伝いをするとともに、“わがまちかつしか”での災
害支援ボランティア活動の啓発や養成講座（４面に掲載）を積極的に行っていきます。今後、
この紙面でお知らせいたしますので、皆さん、ぜひご参加ください。

　　　　小学校・中学校等で
ボランティア出前講座を行っています!
　　　　小学校・中学校等で

ボランティア出前講座を行っています!
■親子で体験させて頂いた事で、子どもと一緒に考える機
会となりました。何をして欲しいのか…という、相手を想
う気持ちは普段から心掛けたいものですね。 （保護者）
■今回初めてアイマスクをしたまま、子どもの腕につかまり
歩行するという事をしました。見えない事がどれだけ不安
か、バリアフリーの大切さを実感しました。 （保護者）
■目の不自由な人になりきって歩いてみました。（外を歩く
時は）こわいから大変なんだなぁと思いました。私が手伝
えることは横断歩道で声をかけることです。大変な時は
助けてあげたいです。 （児童）
　また、「教員向け福祉教育研修会」を8月20日（月）に開
催し、参加者からは、「福祉とボランティア、人権について
一つ一つの意味やつながりが分かりやすかった。」等の感
想をいただきました。車いすや手話の体験学習の参加者
からは「実際に体験しないと分からないことが多く、やは
り、体験学習を授業の中で大切にしたい。」といった感想を
いただきました。
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3 ●12月5日号の広告主を募集します。申込締切は11月9日（金）必着です。申込書は社協ホームページでダウンロードするかお電話で
企画総務係までお問い合わせください。お知らせ 2●社協だよりの点字版と録音版を発行しています。詳しくは、企画総務係までお問い合わせください。お知らせ

①世帯の生計中心者であること
②都内に引き続き１年以上在住（住民登録）して
いること

③課税所得または総収入が一定基準額以下で
あること

④預貯金等資産の保有額が600万円以下であること
⑤土地・建物を所有していない（現在居住している
場所の土地・建物は除く）こと

⑥生活保護受給世帯の世帯主又は構成員でないこと

お子さんの進学を応援します

申込み・問合せ 受験生チャレンジ支援貸付担当 ★高校３年生等…既卒者・高卒認定合格者を含む、平成24年4月1日現在20歳未満の方。 ※1月末日までに窓口にご相談下さい。

対象

受講料
中学３年生

高校３年生等(★) 中学３年生 高校３年生等（★）

27,400円
1校当たり
23,000円まで（ ）（ ）20万円

105,000円
1校当たり
35,000円まで

受験料（子ども1人につき申込は1度限り）

貸付限度額

～学習塾の受講料や高校・大学受験料の
　　　　　　　貸付（無利子）を行います！～
貸付対象と貸付限度額は表のとおりです。

毎年高齢者を招待し、奥戸しらさぎ集い交流館に
て、式典や演芸会の開催、焼きそば、ポップコーン
の出店などで賑わっています。

その他にも…「歳末たすけあい募金」は、毎年
行われている高齢者作品展や、各地域で取り
組まれている小地域福祉活動、ボランティア
支援等、地域の方々や各種団体の様々な福
祉活動支援のために活用しています。 「歳末たすけあい運動」は、自治町会や民生委員・児童委員等、地域の方々のご協力のもと社協が事務局と

なり、実施しています。募金方法は各地区により異なりますので、詳しくはお問い合わせください。なお、こ
の募金は強制してお願いするものではありません。趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いいたします。
■主催 東京都共同募金会 ■実施 葛飾区社会福祉協議会 ■協力 葛飾区・葛飾区自治町会連合会・
葛飾区民生委員児童委員協議会 ■問合せ 貸付・助成係

ご利用いただくための基本要件

歳末たすけあい運動に
ご協力をお願いします!!

～みんなでささえあう
　　あったかい地域づくり～

12月1日から共同募金の一環として、「歳末たすけあい運動」を実施します。

皆さんからお寄せいただいた募金は、地域の
こんなところで活かされています!!

◆高齢者の長寿を祝い、地域のつながりや
高齢者同士の交流によって、高齢者が住み
慣れた地域で生き生きと暮らすために…

◆募金の使い道

平成23年度募金実績額

25,293,084円

地区高齢者
支援活動への助成 218団体

○パチンコ一福 200,000円
○カトレア美容室 5,000円
○葛飾地区しんくみ経営者協議会 100,000円
○金町中央會 10,000円
○奥戸二丁目町会婦人部 10,000円
○西亀有二丁目町会ふれあい
　納涼盆踊り大会実行委員会 30,000円
○葛飾区グラウンド・ゴルフ協会 15,000円
○葛飾区更生保護女性会 10,000円
○川上喜美子（高砂４） 50,000円
○高砂地区まちづくり懇談会 2,510円
○東新たんぽぽクラブ 5,000円
○鵜澤正之（東金町7） 5,000円
○俳画清能会・俳句鈴の会 70,600円
○かつしか点訳の会 4,180円
○田邊キイ（鎌倉1） 500,000円
○ビューティーさちこ 18,802円
○そば処むさし家 加藤秀夫 100,000円
○成田健一（春日部市） 88,897円
○佐藤幸宏（金町2） 10,000円
○匿名5件 149,777円
 ●問合せ  企画総務係

　今回もたくさんの善意のご寄附をありがとうございました。皆さまからいただいたご
寄附は、社協の貴重な資金として、地域福祉を推進していくための事業に活用させてい
ただきます。なお、掲載については細心の注意を払っておりますが、万一誤字等がござ
いましたら、ご容赦願います。 （順不同・敬称略）

本会への福祉事業資金として

今回は、奥戸町会主催（奥戸地区町会連合会）
による敬老会におじゃましてみました…。

　東日本大震災の影響により、福島県等から葛飾区内に
避難されてきている方々の、生活の不安等を取り除く支
援活動の一環として、8月19日（日）「飾り太巻き寿司づく
り交流会」をウィメンズパルで
開催しました。立石・青戸地区を
中心に高齢者世帯へ食事サー
ビスを行っている「葛飾の高齢

者問題を考える会サークルせせらぎ」の12名の皆さんの指導で
「飾り太巻き寿司づくり」に挑戦しました。その後の会食交流会で
は、自分たちで作った太巻き寿司を食べながら、都立葛飾総合高
校の3年生、遠藤さん、野登さん、安部さんの進行で、子どもから
大人まで楽しめる手遊びを、みんなで行いました。今回は14名の
方が参加されましたが、今後も葛飾社協では、地域での生活が円
滑に送れるよう相談・支援活動を続けて参ります。

避難者孤立化防止事業
飾り太巻き寿司づくり交流会を開催しました!飾り太巻き寿司づくり交流会を開催しました!

見学のみも大歓迎！

災害ボランティア

福祉教育

福祉活動

孤立化防止

■問合せ ボランティアセンター
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第47回

←東洋大学山本准教授の
　「教員向け福祉教育研修会」 

柴又小学校「親子でアイ
マスク・ガイドヘルプ体験」→

参加者からの感想

ワークスかつしか（シニア就業支援無料職業紹介所）では、再
就職支援のためのセミナーを開催します。  シニアの方（おおむ
ね55歳以上）で、再就職を考えている方、ぜひ、ご参加ください。
参加費は無料です。
◆日　時 12月6日（木）  午後2時～4時
◆会　場 シニア活動支援センター4階「研修室」（立石6-38-11）
◆テーマ 年金と働き方について
◆講　師 望月　由佳 氏（特定社会保険労務士）
◆申込方法 11月30日（金）までに電話又は窓口でお申し込みください。

申込み・問合せ ワークスかつしか
立石6-38-11シニア活動支援センター1階

再就職支援セミナー
を開催します

再就職支援セミナー
を開催します

～ 年金+仕事でいきいきライフを！ ～
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　ボランティアセンターでは、ボランティアグループなど
に協力いただき、区内の小・中・高校生等を対象に福祉や
ボランティアについて学ぶ「出前講座」を開催しています。
これまでに、小学校（7校）で7回、中学校（4校）で5回、高
等学校（3校）で4回実施しました。（平成24年7月末現在）
柴又小学校での、親子体験学習（4年生とその保護者のア
イマスク・ガイドヘルプ体験）の取り組みを紹介します。

災害ボランティアセンター
立上げ運営訓練にご参加ください!!

問合せ ボランティアセンター

双葉ライン株式会社（24.7.4） 水元公園葛飾菖蒲まつり実行委員会（24.7.10）

歩美会/泉美子歌謡音楽教室（24.7.18）社団法人 葛飾法人会（24.7.13） 葛飾地区しんくみ経営者協議会（24.8.1）

参加者
の感想

・自分で作るのがとても楽しかったです。昨年1年は、外出するのもためらいがちでした
が、少しずつ東京にも慣れ、電車の乗り換えもスムーズになってきました。
・今日参加させてもらって、不安だった気持ちが少し楽になりました。手遊びをしながら、
自然と笑顔になれて楽しかったです。

善意のご寄附善意のご寄附

６月のバスツアーに参加した大学生の小山さん
「ガレキ撤去している土の中から、名前がはっきり書かれた幼児用
スプーンケースや患者さんの名前が残っているエコーの写真が
出てきました。私が手にしたのはガレキじゃなく、人の持ち物でし
た。この持ち主は無事だろうか？東京に戻って大学の友人にこの
話をしても、ポカンとした表情。震災のことが、徐々に忘れられて
いることを実感しました。私は、現地に足を運んだ者の役割とし
て、見たもの、感じたことを同年代の人たちに伝えていきます。」

小学校で教員をされている高木さん
「今回のツアーをきっかけに５回程被災地に足を運びました。生
活復興や生活再建へ向けて、目で見えるところでは作業をする
重機が入り、大規模な工事が始まっています。しかし、仮設住宅で
のサロン活動では『皆で笑ったのって初めてだな』という会話を
聞いて、これから大切なのは目に見えない、“ひと”の気持ちに寄
り添っていくことだと思います。みんなで東北へ行きましょう！」

あり
がとうご

ざいました!
皆さん

ボランティアバスツアー報告会ボランティアバスツアー報告会
～復興支援の現況、これからについて思うこと～

詳細は赤い羽根データベース「はねっと」でご覧いただけます。
http://www.tokyo-akaihane.or.jp/

葛飾発東日本大震災復興支援葛飾発東日本大震災復興支援

被災地での活動

参加者から
の報告

報告者の小山さん（写真左）と高木さん

～平成24年7月21日から9月15日まで～

※高校・大学等に入学した場合、申請により返済が免除されます。
※申込期限や連帯保証人が必要になる等の要件がありますので、
　事前にお問い合わせください。


